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○優秀賞：愛知県碧南市立大浜小学校
長田洋一先生〈言語性学習障害児の基礎学力と
ワーキングメモリーを高めるために〉
　この論文は、注意欠如多動性障害と学習障害
を併せ持つ児童に対する実践記録です。学年が
進むにつれて学力の遅れが大きくなり、心理検
査の結果、言語に遅れがあり、聴覚記憶に問題
があることが判明した児童に対して、長田先生
は「ことばの教室」で学習パソコンを用いて、
基礎学力とワーキングメモリーを高めることを
目標にして取り組まれました。児童は１学期は
意欲的に学習に取り組みましたが、２学期で間
違いが多くなったので、教師が精神面での支援
を強化した結果、特に算数の学力に向上が見ら
れました。注意欠陥多動性障害と訳されていま
すＡＤＨＤと、ふつうＬＤと呼ばれる学習障害
との二つの障害を負った児童の実態に応じて、
パソコンの活用を通して、算数の学力を向上す
ることができた優れた実践論文です。なお長田
先生は、第29回において優秀賞を受賞されてい
ます。
○優秀賞：福岡教育大学附属福岡小学校
佐藤美和子先生〈いのちを大切にする子供を育
てる保健教育〉
　佐藤先生は、子どもたちのいのちに関する実
態調査を行い、ほとんどの子どもが「いのちは
大切だ」と感じているが、その理由については
漠然としている、という事実を知られました。
そこで、本当にいのちの大切さを実感でき、日々
の生活の中で自他の体や心を大切にできる子ど
もを育てることを目指し、様々な体験活動を段
階的に実施されました。先生の実践の最重要ポ
イントは、子どもたちに促す体験活動と子ども
たち自身の感受力、感性というものをつないで
おられることです。例えばクイズ形式で「これ
は何の音？」と聞かされた音が、胎児の心音で
あること知った子どもたちの驚きは大変大きな
ものであったことが分かります。その結果、実
施前と比べると家族といのちについて話したり、
いのちがなぜ大切かを実感できたりする子ども

が増えたという実践記録です。自分の目の前に
いる子どもたちの実態をしっかり把握し、子ど
もたちが自らの考えや行動で健康問題に取り組
む姿が研究の成果から伺える優れた論文です。
○優秀賞：香川県三豊市立仁尾小学校
山下昌茂先生〈食育を通した低体温解消への
チャレンジ〉
　山下先生は、病欠者の多い小学校に校長とし
て着任され、自校の児童の健康状況が低体温に
あるとの仮説を立て、全校生徒の体温を測定し
てみると、36.5°未満のその割合が76％でした。
先生はこの低体温解消のため、運動・睡眠時間
の確保と食育に取り組まれました。学校経営の
立場から食育の推進に取り組んだ実践ですが、
その取り組みは栄養指導にとどまらず多岐にわ
たり、豊かなアイデアに満ちています。またこ
の実践は実に徹底しており、その成果は添付の
データによって十分に確認することができます。
実践内容の全てを取り入れることが難しいにせ
よ、他校で参考にできる内容を多様に持った優
れた論文です。
○特別記念賞：埼玉県越谷市教育センター
大西久雄先生〈ＩＣＴを使って情報モラル教育
振興の気運と実践共有の波を創る〉
　子どもたちのスマホやネット使用によるトラ
ブルが社会問題化しているが、保護者や教師の
危機意識や問題解決の具体的実践には未だにば
らつきと戸惑いがある。情報モラルやリテラ
シーを指導することへの垣根の高さと自信の低
さも要因の一つである。そこで大西先生は、誰
もが気軽に利用でき、自由に使える情報モラル
教育の資料提供と実践活用及びその成果共有の
機会をＩＣＴの有効活用によって創り上げられ
ました。FacebookやＣＭＳを活用して、漫画
で考える情報モラル教材を拡散するという活動
を展開している優れた実践論文です。なお大西
先生は、第29回において特別賞を受賞されてい
ます。
※ＣＭＳとは高機能なWebサイトを手軽に構
築するためのソフトウェア。
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○特別記念賞：岩手県山田町立大沢小学校
佐久間充先生〈「学校の宝」を活用した復興教
育の推進〉
　佐久間先生の勤務校がある岩手県山

やま

田
た

町は東
日本大震災で801名の犠牲者が出ました。被災
家屋は総家屋の46％の3,369棟です。佐久間先
生が勤められる大沢小学校では、長きにわたっ
て小学校独自の全校表現劇「海よ光れ」が展開
されてきたのですが、これに復興教育の柱とし
て新たに「地域の再認識」「地域の一員として
の自覚」「地域への愛情」の意識づけを加えて
復興教育を実践してこられました。この実践は、
子どもたちばかりでなく、教職員、地域住民一
体となっての活動に発展しており、総合学習の
一つの方向を示しています。「『海の子』『元気
倍増』プラン」「復興教育推進の基本理念」、そ
して「復興教育の柱としての全校表現劇『海よ
光れ』の取り組み」と、資料を用いながら順を
追って活動の紹介へと結びつける記述は、実践
報告として極めて分かりやすいものがあり、他
校における実践の参考となる優れた論文です。

《中学校》
○最優秀賞：宮城県気仙沼市立唐桑中学校
阿部一彦先生〈1000年後の命を育む生徒の育成〉
　阿部先生の前任校である宮城県女川町立第一
中学校がある女川町は東日本大震災で827名の
犠牲者が出、総家屋の89％が被災家屋となりま
した。阿部先生はこの第一中学校に大震災の一
か月後に入学した子どもたちへの取り組みを記
録されました。甚大な被害を受けたふるさとに
社会科として「何ができるのか」という課題意
識から出発した実践は、俳句づくり、救援活動、
募金活動、そして国際会議での発表と交流など、
まことに多様かつ生き生きとしています。学び
はその場面で終わるのではなく、地域や世界と
つながり、人生に有効に働くものであることを
実感させる論文です。東日本大震災の被災経験
を克服し未来に向けて力強く生きようとする生
徒たち、筆者をはじめとする教職員、地域住民、

それよりも生徒たちに深い敬意を表します。全
国の学校教育活動に勇気と希望を与える極めて
優れた論文です。
○優秀賞：大分県佐伯市立佐伯南中学校
石田周一先生〈楽しく学び、確かな力を育む国
語科授業の創造〉
　この論文は、石田先生が、毎年入れ替わる目
の前の学習者一人一人に寄り添い、様々な実践
を重ねられた結果、「学びやすい」「学びたくな
る」「学び続ける」という三つの柱を基盤とし
た国語科授業を構築され、さらにその有効性に
ついて検証を進められた実践の報告です。この
三つの柱を構成している「学習環境のデザイン」
「主体的な学習」「学習の連続性と継続性」の設
定は適切であり説得力を持っています。「学習
記録用紙」の創意ある活用、学習者一人一人を
生かすための授業実践の工夫等、他校でも参考
にできる優れた実践論文です。なお石田先生は、
第29回において奨励賞を受賞されています。
○優秀賞：岐阜県教育委員会美濃教育事務所
薄田茂樹先生〈21世紀型能力につながる汎用的
な資質・能力を育成する音楽科学習〉
　この論文は、21世紀型能力、すなわち「思考
力」「基礎力」「実践力」をベースとした音楽科
教育を目指した実践です。教科の評価にパ
フォーマンス評価を取り入れ、21世紀型能力が
目指す資質・能力の育成を図るために新たな音
楽科授業モデルを提案しています。例えば、パ
フォーマンス課題の一つとして記されている
「リズムを自由に変えてジャズで即興演奏をた
のしもう！」という活動などは大変興味をそそ
られるものでした。アジア諸国においては、音
楽科が単独で存在するのは日本を含め、マレー
シアなどわずかとなり、教科の統合が急速に進
んでいます。こうした現状の中、現在の学校の
音楽教育に対する課題を明確にし、その課題解
決のための手法に取り組み素晴らしい結果を生
み出している優れた論文です。
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　そういった点で見ますと、中学校の特別記念
賞を受賞されました三重県松坂市立三雲中学校
楠本誠先生の論文は、協働学習の教育実践をま
とめたものです。ＩＣＴを使って、協働学習を
32事例の研究で実践されたわけですが、その中
で、例えばタブレットを使う、しかしタブレッ
トを使うことだけで授業が成立するわけではな
くて、それをどう使うのか、いったい何の目的
で使用するのか、そこからスタートしなければ
いけないという当然のことではありますが、そ
こをきちんと授業デザインされたことに審査員
が評価をしたということです。ＩＣＴが単なる
便利な道具ということだけでは普及しないはず
であり、例えば思考力にどこまで関わるのか、
あるいは実践力にどう関わるのかということを
32事例でモデルにして実践されていることに非
常に大きな評価をさせていただきました。
　それから２点目は、ＩＣＴは情報モラルがい
つも議論になります。ＩＣＴを使うから、ある
いはLINEがあるから、あるいはFacebookがあ
るから、子どもたちのネットいじめにつながる
のだという論調も確かにあります。しかし、道
具というのはどんな道具でもプラス面もありマ
イナス面もあり、光もあれば影もあるものです。
どう使うかというところを、やはり実践的に研
究していかなければならないことを我々は分
かっているのですが、しかし、その実践が非常
に難しいという問題があります。
　そうした中で、小学校の特別記念賞を受賞さ
れました埼玉県越谷市教育センター　大西久雄
先生の論文は、情報モラルの漫画教材を20編作
られて、小学校から高等学校まで、今非常に注
目された活動をされています。ただ優れた実践
を行ったからといっても、先生方の実践がその
ままであっては広がりはありません。何とかし
てその実践をみんなに伝えていく、広めていく
という役割が非常に大切ではないかと思ってお
ります。特に情報モラルに関しては、皆さんが
苦労しています。ですから、優れた実践であれ
ば、それに続いてみんなが真似をしていけるよ

うな仕組みを作っていくことが重要ではないか
と思います。一人だけで自己満足していては、
日本全体には広がりません。
　私はスーパーサイエンスハイスクール（SSH）
の審査をやっているのですが、やはり同じです。
先端を行く研究がみんなにとって役に立つため
のストーリーや仕組み、方法を研究し、広げて
いけば日本全体がもっとよくなっていくと私は
思っています。
　そのほか感じましたことは、小学校優秀賞受
賞の長田先生の言語障害児の基礎学力向上でパ
ソコン等を使って指導した実践です。そこで一
番私が感銘を受けましたのは、教師の声掛けで
した。パソコンだけでは無理だとなったときに
教師の声掛け一つで、子どもたちが目を輝かせ
て続けられるようになったという、つまり「道
具」と「人間」がうまく合わさった時にはじめて
道具は本当に生きてくるのだという主張に、私
は「なるほどなあ」という気持ちを強くしました。
　これからの世の中は、ＩＣＴという道具だけ
ではなく、テクノロジーが私たちの生活、学校、
学習に非常に大きな影響を与えてくるはずです。
私たちがそれらとどう付き合っていくか、単に
使うというよりどう付き合うかだと思います。
どう機械と人間が関わっていくのがいいのか、
それが研究の一環だろうと思うのです。そうい
う点で今回いろいろな優れた実践がありました
が、これらをぜひこれから中央教育研究所を中
心にして広げていっていただきたいというのが、
私が感じたことでもあり願いです。
　これらの大変優れた実践に感銘をいただきま
したので、お礼の意味も込めて講評をさせてい
ただきました。ありがとうございました。


